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惜 会長講演 r途上国
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はじめに

近年、工業化政策についての開心が高まりつつ

あります。多くの途上国が＼いわゆる「ワシント

ンコンセンサス」に基づいて徹底的な自由主義政

策を推進して工業化を目指したものの、完全な失

りました。その結果、新しくコンセンサ

スが得られたのは、「市場の失敗を矯正し、比較優

位の原則を重視する」

工菓化砂策は新型コロ

路を考えるうえで、きわめて重要です。コロナの

大都宙の脆弱性が浮き彫りになり、より

地方分散塑の発展が望まれるようになりました。

それでは、どうやって産業を興し、郊外さらには

地方に窟菜都市を建設すればよいのでしょうか？

そのためには交通・通信インフラの監備とともに、

あるいは産業の発展戦略が霞要とな

ります。

間屈は、具体的にどの市楊が失敗し＼

に比較優位があるかです。また、9

市場の失敗を見つけ出し、比較優位のある

る能力があるかも大きな問題です。私は、

を見つけ出し]I:と罰優位のある窟業を

つきとめる

と息ってい祖す。事

スや経営研修の効果に関

する研究

さに市場の失敗を克服して産梁を発展させる

を探ろうとするものです。ところが、これらの研

究は全くと言っていいほど独立に行われており、｀

体系的に工業化を追求しようとするものではあり

ません。

本講演は、多方面の開発経済学の研究成果をレ

ビューしそこから工業化に向けての

ち立てようとするものです。なお、「工業化

ではなく「開発戦略」という表現を用いた

のは前者がマクロ政策を含む広範な政策を考え

ているのに対し、ここではエビデンスに基づきな

がら具体的な施策を考えているためです。

産業集積

製造業は、途上国、先進因を 、歴史的に

⑭登遷者紹介
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も、

そ礼は、

（、，仰ミ、

現するためです。つまり

を篇正するための「装置」なのです。

1はスふ，ーズであり、必翌な技徒

を持った労働者を捺し出すこと心煎しくありませ

ん。作り方や売り方も、既存の企業のやり方を見

ればわかります。これは、「情報のスピ，）レオーバ

ー」とも呼ばれます。

あまり知られていないかもし礼裏せんが、実は

どこにてもあります。エ槃化が遅れて

いるアフリカにもあるのです。こゞ〕した産業集積

は、政靡に助けられることもなく、自然発生的に

生ま汎たものです。ということは、集積を形成し

ている産業には間違いなく比較優位があります。

この点をふまえると、この隠演の］一つの結論は、

開発戦略は「既存の痘業集積をターゲソトにせよ」

こなります。

とはいえ、産業集精には弱点もあります。風通

しがよす苔て、革新的な企業の気の利いたアイデ

アを他企業が模倣しやすいという点です。そうす

ると革新者の私的利益は、模倣者の利益を合めた

社会的利益よ Iりも小さくなります。そのため、革

はど革新に熱心でなくなるので

るように、同累

ビルオーバーの内錦化を図っ7こ

りすることがあります。また、政府が海外からの

し、そ

もま

見られます。

＂i会長胃督演の様子

ン

ントが中心、

ょうな現嶋に密着

いことです。 Z -.,，芦？グJ名士号1-，.

日

というものです。カイゼ

声 l,
玄． e

ゼ

附いて価筐の虎る実証研究を行っています。

させ、企業にその情報を提供することもありま

す。日本をはじめしする稟アジアの国々が急速に

発展した鍵は、そのようにして海外からの

に成功したからであると息います。そこで

第2の結論け、「途上国政府は悔外からの技術移

転に対して、同業者組合とともに、精極的に支羨

をすべきである」というものです。

マベ':I□□Iァイナンス、

マイクロファイナ:/ス

で多くのランダム化比校試諭 (RCT)が行わ訊

てきました。やや乱暴に要約す礼はこうした叉

誤策は、企業の裳績の改善にさほど役に立たない

ことがわかりました。資益だけを投入しても、，大

きな成景が得られないのは当然です。経営首研修

、つ1J‘

か』
J
 

i
 

~' 
＇ ＂ 

,IJ 
"，＇りし~~~

こ
：
山

ーし．＂＂

ei

elA?5:t .. ＂ 

ターゲットに

指してカイゼ
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「
る」新しいエ

iし・←言えます。

（大塚啓二郎）

パネ）しデ1入カッション

り）閤題提翌

とは？

(JADE)初の試みとなる、パ

：開発経箇学の

を始のます。

今日

ネル討論「コロ

役割一冥務と

を栢めま

t jらヽ． 9}〈ネリストに

をお迎えしてい麦す。

はじめに、本パネ

て管翠にご説明します。

ここ10年はど、

デンスバース

につい
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も設立され．、

をする翫会も増えてき

るh升究と実

しも一致しているとは言

えない状況です。研究者がプロジ -L夕］ヽ （つ評価を

すろためには、ベースライン・サーベイ茫し、プ

ェクトを実旅（ランダム化）し、フォロ--ア

ップ，サーベイをする必要があり、ニビデンスを

提示するまでに 3~ 5年を要するものが多い一方

で、実務家は 3~ 5年の間にプロジェタトを

し終える必要があるので、プロジェクト評価のた

めのパイロット調査自休に 3~ 5年もかけていら

というスピード感や研究の質に対する考

ります。コロナ褐では•，さらにタ

・｛ムリーにニビデンスを提供するニーズは高まっ

デ 1、ふ士・d-~.. d、1 0 

また、こ

口

れな＼｛＼勺

、戸）.,ナ←おける

revolution)」により、

でも著しい研究の発展がみられた一方、

マの低りを生んだという間題も指摘されています。

以前＼開発経済学でテーマとさ礼てきた、 ODA政

など大きな政策課題を研究する人が

少なくなっており、自国第一主義に走りがち

ほどそうした研究が必要とされているにもかかわ

らず、新たな知見を提示できていない状況ですc

コロナ禍で、現地調査に行げないことで、多く

の開発経済学者は調査の延期などの影署を

います。早急に論文を出さないといけない学生や

若手研究者の中には、研究テーマを現地調査をし

ないでもできるものにする必要に追ら訊ている人

もいます。しかし、コロナ褐の前から、

データや術星データなどを活用した研究手法も

われてきており、現地調査に行けないという制約

により、開発経済翠者の中で新たなイノベーショ

ンを創造する辰会になるという期待もあります。

きな変化定も応らしま

により深哀りな そ

ていると予想さ

コロナ~は、

した。そして、

して今までとは臭なる

訊ます。このような状況で．，

そして、コロナ後、途lー：国のために伺ができるの

か？ おそら〈今日参加されている皆さんがこの

10カ月間考えてきた課題について、実務の現場と

、ミ人のパネ 1)ストからのう合表と、．多

くの現地調査をしてきた訂論者からの意見を聞き

ながら、闘論を深めたいと思います。

コロナ後、開発経済学者の役割はコロナの前と

比べて変わるのか、そ汎とも同じなのか？ どの

ような研究がコロナ役の途上国にとって砂要

なのか？ 実務家との連携をどのように遮ぬ

ていけばいいのか？ こういったここについて議

論でき礼ばと思います。

について，私には深い考えがあるこは言えま

せし。しかし、研究テーロマと、研究の仕方と、教

育に分けて、思うところを印し上げます。

るにつれ、どの国も因際貿易

ることは間違いないでしょう。

るため

は明らかに必嬰ですし、持続可能な屑

発且漂 (SDGs)の達成を願う

ので、多国間主羨やグローバル化はきっと

るでしょう。ただし、前と少し違う形で戻ってく

ると多くの人が予想しています。

というのは、且界のあちこちで支持を集めた巨

も続くと予

デジタル技術の利朋

ビス、

想されるからです。さらに、

が拡大して、行政サービス、

3 

ものです。こ礼は、

かっ心多~ ＜ 

のではないでしょうか。

また、多くカ

虚で肥大し、』

か難しいところ象

に培して間題視されています。

るインフラ投資を＼

-＼芸ノ
坦、

セス
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SDふ這信成という歳点から拡充

しこうという棋選が、曰院開発i翡カコミュニティ

で高まりつつあります。投資を壻やすため、低金

利の維待、財源となる祝収の増大、元展の晟を墨

を通じたインフラ

り組みが始哀るでしこミう。上述

のサプ弓ィ。チニーンの裟謀化から恩恵を受ける

だめにも、怠上国での（ンフ予拉資、設育と研修、

i]組みが重要です。

こ；！tらの取り組みをどの順に、そしてそれそれ

をどう実崩するか、その費困を＼・ヽかに闘遠するか

なと 研究テーマは枚挙にいとまがありませんし、

による調査研究の確度を高め

る助言もすべきですから 開発緑済学者はますま

しくな予~はずです。ただし、

になるまでの期間と、

が社会的役割を果；Kこしき

コロナ禍になるや、骨界の

普及を加速して社会に貢献していることは皆さ

んご存知の通りです。わ礼わ汎も何とかして時短

を達成しないといけないと息います。

いて一言甲し上げます。自分の

国で倒崖や失業が相次ぎ、膨大な政府負信を抱え

図らなければならないときに、なぜ

外国を支援するのかと疑間に思う人が、世の中に

少な〈ありません。自国の税金を他国のために使

うのは間追いてあると主張する人もいます。人道

的支援はもとより途上国への

えたいと思います。

た

澤出 「（開発）経済学とCOVID-19レスポンスJ

について' 3つのことを申し上げたいと思、います。

l真目は、「（開発）経済学研究の致命的な遅さJ

です。いくつかの「例外」はあるものの 特に初

期のCOVID-19長『応において、開発経済学者ある

し：』 としては、基本的にほとんど虞

嬰な貢献ガでさ主せんでした。 S¢ie刀ce,Nature 

など一殷的な科学訪、 Lancetな ・医

学分野の学術誌がコロナ禍に閲する貰文ぞ次，々に

出していたのに比9＾ヽ、閉発箭済学厄もとより、経

ビ〈 THE KETZfと[5Elvll図Alミ TEBFu八RYil凶化RCI-I2021 

済学のトップジャーナ］じ隠：、コロナ褐に関する論

文を全く出せませんてした。経済学ジャーナルの

レビューの遅さ・視釘の狭さ、洲究プロ七スの傑

ることが、示さ；lしたのではない

でしょうか。閲梵経済予の にしヽるはずの

J-P八L(アブドラ）レ。ラテイフ。ジャミ...ル，貸

困アクション弓ボ）でさ •t 「現代版マーシャルア

予J／力喝戻応J<：‘らいの素J＼でも言ズ．るようなこ

とし力尻信しておらず、こてもがっかりしました。

こ点目はもう少し沢ジティブな面ですが、「（靡

網済学研究に泥ける誘袴的1ノベーション」

です。経済学のトップジャーナルにほとんどコロ

ナ褐に閾する研究が出なかったとは l→＼え、いくつ

かの「例外」を挙げたいと思いまず。玄ず、研究

のアシリティ (1晟飴：さ）について闊個人的には

いびつだと感じますが、 NBERWorking 

ど戸その穴を埋める役判を景応したこと、 CEPR

(Centre for Eco;1omic and Policy Research) の

CCVJD Econか？ticsのよぐうな窒く新しいアイデア

の記）阪物が出たことは注且すべきだと思います。

例えげゞ CEPRの閏連では、 6月22日に

国にフォーカスを当てだ出版物が出ま、した1)。ま

た、ワクテン閉発については、すでに「Ad-

vanced Marke土 r .. 
L二ommitment（崎IIC)」メカニズ

｀ チ~合凡舌ふ 1ムず£ is又。口｝ ＼/‘ ワクチンの開発・普及に貢

献していたマイケル・クレマー教授らを中心とし

て新型ロロナ感染症ワクチン開発のメカニズム設

計についての祝言がなさ汎、 Gavi（ワクチン同盟）

のCOVA瓦メカニズム（ワクチンを共同賄入する

ための国際的な仕組み）にも

与えたと考えられこす。ワクチン開発はいまだ大

きな間題ですが、途上国での議論はワクチ/'のデ

リバリーの間題にも焦点が当てられており、ある

程憶正しい方向に譲諭が遮んできていると思いま

す。さらに、他界銀行,IMF、ADBなどは 3~ 4 

月にかけていまたかつてない巨頷の支援を決定し，

し支した。

く、謳査研究面では、≫

性帯・企業l:，ネルテ＼ータを霞語やWebを使って実

龍すること しました。空た、， GoogleCcm-

mur丘tylv1obility Reportデータなどの高禎度のビ

ッグデータ‘.Oxfordの DailyStri.n怠encyIndexな

どのAdministrativeデ・・:ダ

るとしヽう流れが急圧に張仕，ぢ九団したし ］Viacm 
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SIRモデルに顕着に表れているように、公衆衛生

学＂疫学こ経済字をまたぐ学犀研究が急迅展をみ

せ、

ロナ褐の環境で迅速に対応すべく生み出されてき

り、「（開発）経済学研究における誘

発的イノベーション」と il乎べると息います。

第 3に今後の動向として、古典的な開発：経済呈

の研究手法と新しし

査データを元に、9

れるような研究

の動きに注目しています。まず、ビッグデータと

の研究・政策での利用がさらに加遮して

いくと感じています。我田引水で恐縮ですが、＇：ダ 1j

えばADBでは フィリピンの衛星圃像と世骨胴

を用いて 41{l]）（ 4 kll］の

巖リゾリューションの貧困マッ

しました。こ

共同でコロナ対策として実施した

という食糧援助プログ予ムにおいて、

支授対象コミュニティ （バランガイ）の）I!頁位付け

5月に迅速に食糧援助を実施することが

で邑ました。ビッグデータを活用するこうした動

きは、さらに広がるものとみています。さらには、

例えばコロナ褐が長引いて最近間題になっている

メンタルヘルスの問題について、信頼性革命後に

起こった経済学の因果関係識別の考え方をビッグ

データに適用し、新しい学際アプローチがさらに

進むだろうと思います。もちろん、9

するわれわ汎の伝統としては、速水。大塚流のフ

ィールドで「木を見る」という

ビッグデータを元にした

革新を取り入れていくということになるんだと思

います。こうしたハイブリッド（複合的）な分祈

且iguchiet al. (2019) などでもすでに出

硯していますが、次の世代の

うした方向に進んで行くのではないかと思いま

す2)。

最悛に、アルフレソド・マーシャルは “cool
1 1 9 0 

J-ieans but warm且earts は必要だと

いったそうですが、今餃われわれに必要なのは

head v,ith Python literacy but barefoot 
1 ° 1' 9 9 

boiling passion なのではないでしょっか。

工 砂策

つについて述べたいと息います。この 3つを通じ

て言いた 1ヽ ことは、保談主義を超えてグローパリ

ズムを再生する必要があり、開発怪済学者はフ 4

ールドレベルでの実証研究に基づきながら政策レ

ベルでより

うものです。

第 1

を釆たす必要がある、とい

。新聾：：：ロナにより、

同や途上国から巨額の資本的寵出し、現在、

には、 IMFはSDR（特別別

り調達したとしても、他の目的

-中)9し—•’‘,,

らの国は]300筐ドルの返済が必要となってきてい

ます。こうした状況を受けてこの 3月、国追に、

を呼びかけました。そして 4月

を系じ用するし-と

を提案しました。ほはすべての国がこの案を支持

しましたが、米国とインドは反対しました。トラ

ンプ政徊は、イランや中国が何の条件もな：：薮—ト

億ドルの新たな資源にアク七スできることを望土

なかったのです。この問題に代表されるように、

グローバル，ガバナンス

いると思います。

第2は、ワクチンの分配の閲姐です。ワタチン

の開発ができだとして、それが途上国の入たちに

届くのかという問題で、こ礼は生産能力と価柏に

よります。ここで特に大切なのは価格です。

は保護されてお

なって

h 

きます。狡占の下では、市場殻争があった場合よ

りも価格が高くなります。このように価格が高く

なると、開発途上国の人々がそもそもワクチンを

手に入れることが雛しくなります。板に援助によ

たはずの援

に流れてしまうことになりま

す。この問題はつまり、単にグローバル化を再栴

藁するだけでなく、途上国の貧困潜に届く形にす

ることを考える必要があると思います。

第3は、日

コロナウイルスのため、日

海外からの研修員も日本に辛ら九ない。そのため

ォ／ライ／で技術支援をしていますか、現場での

実習はやはり雌しい状況にあります。現在は現地

に優秀な人材が誉ってさているので、そうしだ）¥

をもっと活用してしくことを考えるべきです。

インパクト評価についアは10年前と比狡して、

してい

ワクチン、日本の悛助の 3 ます。
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しベルに限られて

氾り、}

やすことが霊要でしょう。

もちろん、改誓の余辿認まります。

はEBPIV!よりも［エビデゾ／ヌ．，、くイ

」のニーズが応る楊合があり崖す。こ仇に

あるじ『ID(Department for 1nt2nrntional『)e-

'1elopmき直：イギリス

あったにもかかわら

さ孔てしまいました。エビデンスが必要な強い,(

ンセンテノブがあるのです。

と統合

この脆弱

な状態を変えることが、評価の質を向上させるこ

とにもつながると息っています。こねはイ v9''パク

レベルでより弧しヽ役：

コロ ノベーショ

黒崎 コロナ下でのデーダ収集につ

有することが、途上口におけるコロナ

解する上でも有阻でないかと考えています。コロ

イノベーションを

竺｝ 言，ヌr
足的なコメントとして、インドとパキスタンで

たフィールド闊査をいく、，つか紹介し

丑：ゞ ナ
ふ ';I o 

lゞキスクン予は、 2019年 7月から、

ライン

の

定図るための社会実験を進めてい

ます。成長曲線のグ予フを母義がヘルスワ一方一

と一緒に記入して、鉦日それを目にする仕捐けを

｛乍るという介入を、カラチのスラム

コロナ下でも可能なことを、

は示して ＇✓→ると息います。

インドに閲してら紹介しだし ‘0,のは、，こり20年 5月か

関するアプ1)実験

を用＼！‘a

脱落率19％でエンド

き虚した。調査員が訪問ずる

ヽ

l
t
J
 

英語のニュー，スを提代するアプリ磨，9:；，＇ド用に狐

自

に記し アプリ門

を計測しまし 7し。

当たりこ2時間アクセヌ~し、 1日4。1件のニュース

を問覧するなど、脳大なデータを

どをランダム

改士 ,'・・ C⇒』る、 l i., /~.o 

ロッタダウンの最中、」，＼．々のスマートフォ／利用

己しろ上がってしI¥/ご汀能性があり、このデー

閲してはコロナがプラスに位1い）こ団が主

りぎす。同時に、アプリの設計にお＼ヽて専門家と

士し同するなど、マルテディシプリンな研究体制を

作ることが重要であることも、こ

いると思いぎす。英語ニュースを読むこと分ゞでき

るヌマホユーザーが，9[ンド社会における

あることは否定できませ/,，が、サンプ）いの特性に

十分配慮しだ上でこのようなデークを分析するこ

とには意羨があると考えます。

これらの成功例だけでなく、さぎざま

敗を経験したのも2020年でした。インドのデリ、一

2 

(2018 

平11月から 19平」月にかけて訪間胴査した2798

名）に電茫による言調査を試み哀した (2020年 4

に20％以下となり、被調査

されていない状況で

丁でのザ況に関する有附

を共有す忌ことが〗コロナ下で

に閲ず、るデータ収集切；，1.，9・ベ・-`

ョンを進めていくために研究者にとって有阻な

，-0 とは言うまでもありまどハ。それだけでなく、

注上図の現員で、コロナがとのように人々の生活

又てし•，るかを

コロナ

る上でも有厨だと

思います。

伝統的

た信頼関係亨度れは、調査方法オ
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枷パネルティスカッションの椋子

(3)デ 1'スカ‘ンション

木畠 ありがとうございました。それでは哀ずパ

ネリストの皆さんでコメントがある方はおら九ま

すか？

オンライン• I亨，・ピ．スのデ-̀ ：図収集

：大島 脆弱な人冷への支援をどうすべきでしょう

か。ぎた、オン号インでのデータ収集については

るでしょうか？

：ア凡ゼンチン型か

湿田 まず概務の問題についてコメン：、をしたい

と思います。間違いな，.：：債務の問題は晟霊要課隠

の 1つだと思います。ここで私が特に指摘しだい

のは、、新型コロナはロックタ乃ンが必要とされ、

に抑制されるた

め、企業や人々の生活を支えるために姐政政策が

きわめて重要になることです。キャッシュ。トラ

ンスファーやフード・トランスファーな

，中小企業への支援が必要になります。こう

した理由で公的憤務がかなり増えてい炭す。

八DBではどのような政策パッケージが必要かを

判断するための、新型コロナに関する包括的な政

策データーベース（ADBCOVID-19 Policy Data-

base) を構築し、 2週間に一度、この惰報をア；；

プデートしています。先週，慮鋲・ IMFなどのチ

ーフエコノミストが集まるラウンドテーブルに記

席しましたが、そこでの試諭は今後、急壻する債

加の行〈＇末が「日本型のシナリオ」になるのか、 9

ルゼンチン塁のシナリオ」になるのかという

ここでした。日本は巨額の債務忍『包えていても経

ある程度筐全に運営できているわけですが．

アルゼンチンはその反対です。 1厨i人的には、9

全世界的に日本型ンナりオに従っていくのではな

いかと思いまず。いず汎にしても、，債務の間題は

とても菫要なので、今悛の誰移を慎菫に追う必要

があります。

？` 

オンライン。ベースのデータ

イアスがかかることがあります。特に脆弱な人ぐ

のデータは次けがちです。インドでのスマホアプ

l)を使った調査では早く大量のデータを集める

という点では成功しました力又脆弱な人々のデー

るのが難しかっだです。カラチのク-ース

では、低所得層のスラムに住む小さな子どものい

るお母さん達でしたが、人のつなかりかあったの

した対面式でもよりよいデータを収集する

ことができました。最もよ

調査ですが、コロナ禍の状況では実施するのは田

難でしょう。

澤田 オンラ'.;、r＇／によるビッグデータの収集、特

にアプリを使ったものはサンプル・セレクショ

ン・バイアスがあることに注意が必要だと思いま

す。データの対象はヌマ-ートフォンを持っている

人の中で、さらにアプリを持っている人になりま

す。対照的に、撓帯電話のCDR

は糧羨を問わず携帯電話を持っている全数がカバ

される情報ですから、バイマスが小さいデータ

です。そくしそもどのようなデ-ータ

そしてそれぞれのデータの長短をよく闊べる凶要

ヵ恣あると思い直す。

園部 スマートフォン

は、霞詰によるインタビュ

性があると思います。

声 l|I’← 七＇，ふミ
恙孟j ; -J -’ 

。なかなか対応してもらえず、

るのにはかなりのスキルがある

夕

も麗阻！ ~9， 1I ふ

図答率を上げ

が必要てす。
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園部 おそらくそうし

ングが必要なのでしょりね。

に対するトレ-～二

島口 脆朋な人、？への支最という意峠では、送上

国の債窮の状況を蒜え、また日本，人がJ見地．I-行く

ことが羅し＼ヽ試況が続くよ、〗であ礼ば、ヨーロッ

J汀脊国が得意とする「財政支長」のような長助の

ありヵも涙討するじ要があるの方もしれ，ませ人。

99に当に財政文援のような祝助に効干があるのか政

る必要があ i'.)定すが、こう

した特妹な閉境てはオプ：：、ヨンの 1つとし

してもし＼、9;，ようには厄＼しヽまず。また、研完(7) l—ピ

ソクにもなり柑るのではなし、かとぢえています。

贔団 現在、＇ 9|且界中の政府が大規模な財政出動を

しており、 2~ 3年後には債務が大きなものにな

ると考えられます。今悛の研究詞麗［としマ＼例え

ばどうやって悦収を上げるのが効果的かなど国内

資源勁員〈DRM: Domestic Resource Mobiiiz.び

tion) が必ず間題になってくるでしょう。今後に

向げて、， DRMのミクロ研究の方怯を今のタイミ

くとよいと思います。

厠部 国内の資源をどのように使うかは、

きな課題だと思います。ここで重要なのは、それ

に説を徴収するだけの間題ではないというこ

とです。税収を上げるために企業のマネジメント

をとうするか、労働者などの人的資源をどうやっ

るかなどについての議論は、．こ九までな

いがしろにされてきました。また現在、 eーコマー

スが拡大していますが、雇用を減らす結果につな

がる可熊性があって、この影響はとても

研究課題になると思います。

澤日 ←コマースは確かに重要で、良い面と悪い

面があります。それによりビジネスが拡大し、サ

ービスを提供できる一方、そうした新しい動さか

ら取り残される零細企業や労動者がいるからデす。

より一翌的にはテミ；タルデイ')ゞイドの閏閉てす。

最近出版されたUNICEFのレポ-,l-,3)によれば、

アジアでも 1/3の子どもはオンライン教育へのア

セスがない土うです。どうやってデジタルディ

るかが今後の課題だと忌t，るます。

ン

l奇イド

査読プこl

と ろで、経済学のジャーナル幻査読プロ

セスに時間がかかるということ ＇1こついてはど.う忍

わ汎ますか？

国部 最；：沿い＜：つかのジャーナルではとても旱

くなってきています。 5 月頃から準信を始め i~乱

の恙文が、 11月の峙点ですでに 2本褐載さ汎てい

ます。特に片方はとても早い。ただ銚しいのは研

、こ礼は伺外もあるでしよ＂、うが、

一般的には現在でも時間がかな 11かカ・コてし，ます。

黒II奇八Tatureや5'¢ig'rccなど、こ．i[までの伝統的

:d呈済学のジャ・-•ーナルとばこう分野に投稿するこ

とさ璽要になってくると屁います。そ~!いった意

踪でば、 JADEの若い研究者がそうし．7こ分野に投

塙を始めているのは素晴らししことです。そうし

た経咳をぜひ周りに共有してもらヽ、うといいと思t、

まず。ちなみに私は今、.Deりelg/）臼gE¢0fim冗iesの

エデ 4~ ター危しています。ぜ7)ヽ；：い論文を送って

いたださたし；と忌ってい虞すが、一方で霞子版だ

げでな<'、印刷阪もある伝統Ij'］なジャこーナルでは

校正などでもかな灯時閲がかかり、なかなかスピ

---ドを上けることが雄しいと愁じています。

澤田 こ礼まで経済学者はトップ 5のジャーナル

に集中してきました。そうした中、 Nature、Sci-

馴 ce、尺凰4Sなどに投稿先が広がっていくのはい

いことです。もちろんScienceなどでも緑済学論

るのはトップ 5の査読者と同じなので、

ものすごく狭き門であることは変わらないですが。

いずれにしても、査読プロセスが早いのはとても

よいことだと思います。

アス

木鳥 成功したプロジェクトの研究成果は褐載さ

れ、そうでないプロジェクトの研究は掲載されな

＼ヽという「ジ 3（ーナル褐戦バイアス」をどう

えです力‘?

匿召り 重閃な間¥1;です。飼えにサンプルサイズが

小さかったためにジャ・一＾→.ナルに掲載さ汎ないよう

〈ある状況は望ましいことではありま

せん。こうした研努を菜めて、どのように実証研

兌として使えるサンプルにしていくかと＼，＼うのは、

祉しいですガ霊変な試みだと思います。間辿いな

〈，、わ訊われはそうした失敗したゲースからも学

ぶべきだと思います。

木島 現場のことをよくん、知っているわ汎わ汎にと

って、ヒッグテータやIC『を使った研究の中アの
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ば何でし。ピうか？

圏部 そうした研究においては学隊的な取り紐み

が必要で、さまさまなヌキルを持った人との協動

カ必要になるのが特徴です。開発経済学者には、

を調

整していくコミュニケーターとしての能力が大切

だと思いますし、そうした能力は途上国の現場で

培われてきていると思います。

澤田 1つの比較優位は、

う概念を持っていて、政策介入による

・人々の厚生への影響を包括的に分析できる

という点だと思、し')ます。この点 目~然科学、工学

系のビッグテーダ崩析の研究などでは、

望ましさ」を議諭する基準がクリアではないと慇

じることがよくあります。

レベルで貢献するために

島田 ところで、大塚先生が景初に諭じていた寇

業政策などは実証研究がとても難しいと思います

が、どう息われますか？

澤田 2つのアプローチがあるように思います。

1つはかっちりとした理諭モデルを組んだ上で、

データと

分析を行う方怯、もう 1つ

その有無を用いた差の差に基づいて、政策による

インパクトの因果閲係 き出すという

はないかと思います。

国部 産業政策などの大き

るのが難しいので、状況証拠から示唆を得る

ような研究の仕方も必要だと思います。そうした

状況証拠の積み霊ねから、よい政策を考えること

ができるのではないか、そうした研究のあり方も

あるのではないかとも想います。

虞田 園部さんのおっしゃる通りの点はあると思

います。浅沼。小浜 (2013) の中で、朴正煕がど

のように補助金の剖り当て翌誡論していたかとい

う記述があります4)。音が糾甘鼻？～るルールと

指標を設定して、補助金の割り当てをしていくと

いう

イプはとても

り方なわけですが、こうしたナラテ

なると思います。もちろんこ

うしたナラティブを元にして、クリーンな自然実

験のような研究ができると、高いレベルのジャー

ナルを狙えるものになるわけですが。

鳳口 に、出neric叩 Ecanoげ1、ic応 viewに

された、ナポレォン時化のフランスにおいて

保説貿易をした地域とそうでなかっ

じたペーパーなどがそう

。ただ、それでもRCTの凰界と状況証拠

の悦界はやはり遠く感じてしまいます。

黒騎 しかし、その 2つの抵界を緊ぐ（応が理論だ

と思います。大塚さんの発哀で弧く感じましたが、

カイゼンなどはRCTができても、クラスター閤発

などの大ぎなレベルになってくるとRCTでは分

きないし、また貧国が生まれてきた過去の鹿

史はRCTで分析できるものとは近ってくると思

います。

園都 研究はスピルオーバー効果を持っていて、

自己完結する必要はないと思い翠す。自分の

業縞に直に繋がらなくても、スピードをあげて

色々な研究をやっていると、だんだん自分にも跳

ね返ってくる。そんな研究のあり方もいいのでは

ないかと思います。

太島 まだまだ議論が続きそうですが、時間です

のでここで終了できればと思います。活発な議論

をあ IJがとうございました。

[2020年11月14曰収録］
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